


台風予報図 ：台風中心から東側南寄りの風が最も強い

：平均風速15m/s以上が台風となる

(注意事項） 1) 「フックは最上位まで巻き上げる」は過巻リミットが作動する直前の状態。

2) 旋回ブレーキ開放要領（手順）は、別紙参照とし、使用再開時は必ずブレーキを復帰させる。

　　（復帰要領は開放要領（手順）の逆とする。）

3) 電源は全て遮断する。但し、航空障害灯は点灯させる。(別電源になっていることを確認）

4) 煽り防止ワイヤーを設置した場合、使用再開前に必ず取り外し、外したことを確認してから使用する。

【参　　　考】 機種/対策別ジブ角度詳細一覧 ＊ジブ角度欄の（　）は、その角度時の半径

通常

※旋回開始瞬間風速は、旋回ブレーキを拘束した場合の風速を記載。但し、旋回フリー（旋回ブレーキ解放）が基本対策 ＊JCC-120N旋回ブレーキは足踏みブレーキのみ

■台風の通過後、事務連絡（安）18-13「クレ－ン等台風対策確認報告について」に基づき、「台風（　）号対策一覧表(改訂版）」に記載し、本社安全環境部まで報告ください。 制定： 2008.06.19
改訂：② 2018.07.30 生産支援本部本部　生産技術部
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小川製作所

現場敷地内で可能な限り伏せる（倒壊の恐れがあるため、現場敷地内で処理）
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株式会社エスシー・マシーナリ新版　大型タワークレーン暴風（台風）対策　（煽り防止ワイヤロープ付機種対応）

風速 対策状態

対策A

対策B

対策C

強風

暴風
平均25m/s超

　　　35m/s以下

平均15m/s超

　　　25m/s以下

ジブ角度α°

ジブ角度β°

ジブ角度χ°

旋回開始瞬間風速

旋回開始瞬間風速

JCC-V350S（Ⅱ） JCC-V240S
本表の条件（最大作業半径／GLからのマスト高さ）

メーカー名

機種名

強風域：平均風速15m/s以上

（瞬間風速20m/s以上30m/s未満）

暴風域：平均風速25m/s以上

（瞬間風速30m/s以上55m/s未満）

風速選択

予報図
平均風速15m/s以下

（瞬間風速20m/s未満） 発表される風速は10分間の平均値を示す

瞬間風速は、平均風速の1.5～2.0倍に相当

クレーンは構造規格によりジブを風下に向けた

状態で、最大瞬間風速55m/sに耐えるよう設計

されています

旋回フリー

作業終了姿勢

OK

NG

OK
対策A

対策C

OK

NG

暴風域：瞬間風速55m/s以上

（クレーン倒壊の可能性：大）

対策B

NG

規格外

旋回ブレーキ：解放

ジブ：α°以内

旋回ブレーキ：解放

ジブ：β°（固定）

煽り防止ロープ：旋回

旋回ブレーキ：固定

ジブ：χ°以内

煽り防止ロープ：躯体等

ジブ角度

β°以下

ジブ角度

α°以下

旋回ブレーキ：通常

ジブ：θ°以内

旋回フリー

NG

OK

各機械センターより作業所へ養生依頼発信

作業終了姿勢 対策A 対策C対策B

1. フックは最上位まで巻上げる
（注意事項1)参照）

1. フックは最上位まで巻上げる
（注意事項1)参照） 1. フックは旋回体より

玉掛けワイヤロープで 500㎏以内
の張力を掛ける

1. フックは最上位まで巻上げる
（注意事項1)参照）

3. 旋回ブレーキは通常 3. 旋回ブレーキは解放

3. 旋回ブレーキは解放

2. ジブは風下に向け θ°以内
（45°以下が望ましい） 2. ジブは風下に向け α°以内

2. ジブは風下に向け β°固定

2. ジブは出来るだけ伏せる

4. 煽り防止ワイヤロープを使用する
機種毎に種類があるので注意

暴風（台風）の標準的な対策とする

3. 旋回ブレーキは通常



台風予報図 ：台風中心から東側南寄りの風が最も強い

：平均風速15m/s以上が台風となる

(注意事項） 1) 「フックは最上位まで巻き上げる」は過巻リミットが作動する直前の状態。

2) 旋回ブレーキ開放要領（手順）は、別紙参照とし、使用再開時は必ずブレーキを復帰させる。

　　（復帰要領は開放要領（手順）の逆とする。）

3) 電源は全て遮断する。但し、航空障害灯は点灯させる。(別電源になっていることを確認）

4) 煽り防止ワイヤーを設置した場合、使用再開前に必ず取り外し、外したことを確認してから使用する。

【参　　　考】 機種/対策別ジブ角度詳細一覧 ＊ジブ角度欄の（　）は、その角度時の半径

通常

■台風の通過後、事務連絡（安）18-13「クレ－ン等台風対策確認報告について」に基づき、「台風（　）号対策一覧表(改訂版）」に記載し、本社安全環境部まで報告ください。 制定： 2005.05.13
改訂：⑥ 2018.10.04 生産支援本部　生産技術部

現場敷地内で可能な限り伏せる（倒壊の恐れがあるため、現場敷地内で処理）
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65°（7.8m）

35m/s以上 27m/s以上 25m/s以上 55m/s以上

65°（16.2m） 60°（14.9m）

36m/s以上

55m/s以上

39°（12.0m）

57°（18.0m） 52°（12.1m） 48°（10.3m）

KCP・H-1015

46m/s以上

コシハラ

24m/s以上36m/s以上 51m/s以上 56m/s以上

65°（11.5m） 65°（15.3m） 65°（7.8m） 65°（5.8m）

21m/s以上

60°（19.2m）40°（23.0m） 46°（24.0m） 37°（16.3m）

36m/s以上

KCP-1235 KCP・H2-1020

強風
平均15m/s超

　　　25m/s以下
対策A

対策C ジブ角度χ°
旋回開始瞬間風速暴風

平均25m/s超

　　　35m/s以下

対策B
ジブ角度β°

ジブ角度α° 40°（31.0m） 40°（23.4m）

24m/s以上 26m/s以上

40°（19.2m） 45°（14.0m）

旋回開始瞬間風速 23m/s以上 21m/s以上 23m/s以上 40m/s以上

平均15m/s以下 終了姿勢 ジブ角度θ° 50°（25.7m） 50°（19.2m） 55°（13.9m） 60°（9.5m） 65°（15.7m）54°（17.0m）

30m／82m 35m／82m 20m／47m 15m／ 47m40m／80m

新版　中・小型タワークレーン暴風（台風）対策　（煽り防止ワイヤロープ付機種対応） 株式会社エスシー・マシーナリ

風速 対策状態
メーカー名

機種名 OTS-80NH OTS-50N
小川製作所

本表の条件（最大作業半径／GLからのマスト高さ） 40m／100m 30m／48m 25m／49m 20m／65m
OTS-1225C OTS-20NH KCP・T-1240KCP・H3-2030

強風域：平均風速15m/s以上

（瞬間風速20m/s以上30m/s未満）

暴風域：平均風速25m/s以上

（瞬間風速30m/s以上55m/s未満）

風速選択

予報図
平均風速15m/s以下

（瞬間風速20m/s未満） 発表される風速は10分間の平均値を示す

瞬間風速は、平均風速の1.5～2.0倍に相当

クレーンは構造規格によりジブを風下に向けた

状態で、最大瞬間風速55m/sに耐えるよう設計

されています

旋回フリー

作業終了姿勢

OK

NG

OK
対策A

対策C

OK

NG

暴風域：瞬間風速55m/s以上

（クレーン倒壊の可能性：大）

対策B

NG

規格外

旋回ブレーキ：解放

ジブ：α°以内

旋回ブレーキ：解放

ジブ：β°以内

煽り防止ロープ：旋回

旋回ブレーキ：固定

ジブ：χ°以内

煽り防止ロープ：躯体等

ジブ角度

β°以下

ジブ角度

α°以下

旋回ブレーキ：通常

ジブ：θ°以内

旋回フリー

NG

OK

各機械センターより作業所へ養生依頼発信

作業終了姿勢 対策A 対策C対策B

1. フックは最上位まで巻上げる
（注意事項1)参照）

1. フックは最上位まで巻上げる
（注意事項1)参照）

1. フックは最上位まで巻上げる
（注意事項1)参照）

3. 旋回ブレーキは通常 3. 旋回ブレーキは解放

3. 旋回ブレーキは解放

2. ジブは風下に向け θ°以内
（45°以下が望ましい）

2. ジブは風下に向け α°以内

2. ジブは風下に向け β°以内 2. ジブは出来るだけ伏せる

4. 煽り防止ワイヤロープを使用する
機種毎に種類があるので注意

暴風（台風）の標準的な対策とする

3. 旋回ブレーキは通常

1. フックは旋回体より
玉掛けワイヤロープで 300㎏以内
の張力を掛ける








